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U Letter #6 「実空間とインターネット」

バーチャルモールとかサイバースペースとか、インターネットは

とかく仮想世界のものと思いがちであるが、実際にそれを使う

のは現実の人間であり、その人間の生活に密接に関係している

ことが多い。電子メールなど、人間同士のコミュニケーションの

道具にすぎないのであるのだから、やっぱり主役は実世界に生

きる人間なのである。とすると、インターネットで実世界の情報

をどう扱うかという話になる。ホームページやブログなども実

世界の情報であるのは事実であるが、やはりリアルタイムの生の

情報を知りたいところである。

そんな想いで行ってきた1つのプロジェクトがインターネット

カープロジェクトだった。自動車には120を超えるセンサーが装

備されており、それらの情報を収集して活用することができれ

ばいろんなことができるだろうという話である。車の速度と位

置から渋滞情報を生成したり、ワイパーの動きを集めて降雨情

報を生成したりさまざまなことをやってきた。こうしたことを進

めていると、世の中には実にたくさんの「センサー」が設置され

ていることに気づく。たとえば、道路を見上げると至る所にカメ

ラが設置されている。防犯カメラなどもあちこちで見かける。ビ

ルに入ると、人の動きに合わせて電灯をつけるための人感セン

サーが置かれ、空調管理のために温度センサーや湿度センサー

が設置されている。もっと調べると、いろいろあるようである。

これらの「センサー」はそれぞれの目的があって「設置」されてい

るのであるが、それだけのために使うのは実はもったいない気

もする。そうするとこれらをつなぎ集めることにインターネットが

使えないかということになる。

そんなことを考えていたところ、意外なところから話が進み、

「センサー・ネットワーク」を作ることになった。「Live E!」と呼ば

れるこのプロジェクトは、気象センサーを手始めに実空間の情

報を集め加工して利用するネットワークを構築することを試みよ

うと考えている。当然、インターネットカーで得られる情報もここ

に組み込まれていく予定である。しかし解くべき問題は多い。

たとえば1kmメッシュという密な状態に設置されたセンサー

から情報を集めるネットワークの整備からスタートし、スケーラ

ブルな情報収集のメカニズム、サービス構成の方法、そしてなん

といっても忘れてならないのはセキュリティーの問題と枚挙にい

とまがない。あまり悠長にかまえている暇はないが、できるとこ

ろから解決していきたいと考えている。インターネットカーでは、

自動車からの情報はセンターサーバーに集約されていたが、多

くの情報ソース（センサー）があり、これらを集め、利用するメカ

ニズムとして、サーバー・クライアント型の構造ではスケーラビリ

ティーの観点から破綻することは明らかである。そこで、Peer-

to-Peer型の構造を採用することを考えている。同時に、壊れた

センサーや偽の情報を発信するソースを排除する仕組みや、

DDoS攻撃などによってもシステム全体が停止することのないよ

うな耐故障性の高いシステム構造となるように設計を進めてい

るところである。

当然、集められた情報を具体的にどのように利用するのかと

いうアイデアも大切である。細かいメッシュで気象センサーが設

置されることで天気予報の精度が上がるとか、畑に設置して凍

霜を検知するなど農業に活用すること、街中のセンサーからの

情報を収集してヒートアイランド現象を調べるなど、夢は膨らむ

ばかりである。大切なことは、実空間インターネットという1つの

基盤で収集された情報が、さまざまな用途に活用できるというこ

とである。

まもなく気象センサーの設置がスタートするので、そこから得

られる「温度、湿度、風向、風速、雨量」といった情報をどう使

うといいかをみなさんも考えておいていただけると幸いである。

それを披露する場を提供することも計画されているからである。

whttp://www.live-e.org/

●

「Live E!」プロジェクトについてはPickup NEWS（p.75）も見

ていただきたい。
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インターネットというと仮想空間という言葉を連想するが、実際に利用している人々は現実の世界に生活している。だか

らこそ実世界と密接に関係した情報空間も忘れてはならないのである。今回は実空間インターネットについて見てい

くことにしよう。
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